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１．概要  

計画を立てる

協力体制をつくる

周知・運営する

認知度（％）を確認する

当日参加率（％）を確認する

継続につなげる

チャレンジデー2016に参加した128自治体を対象に調査を実施（回収率100％）。
チャレンジデー当日の参加率アップと、スポーツによるまちづくりのポイントを以下にまとめました。

「同じ人口規模で参加率の高い自治体は
どんな取り組みをしていますか？」

「チャレンジデー実施は住民の何％に
伝わっていますか？」

「広報媒体・グッズなどを効果的に活用し
ていますか？」「幅広い層の参加を促す
多様なプログラム構成ですか？」

「スポーツ関係者だけでなく、まち全体
で取り組む体制は出来ていますか？」

「目標参加率と目標達成のための具
体的な計画はありますか？」

「住民のスポーツ実施率・運動習慣者の
割合を把握していますか？」

ポイント （報告書該当ページ）
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